
研究発表要旨

ダンス学習指導 に関する研究(2)

佐 分 利 育 代

個別 化 と普遍 化 の問題 を含 む創 作 活動 と しての ダ

ンス学習 に おいて何 が基 礎 的 にお さ え られ な けれ ば

な らな いか。

今 回の指 導要 領改 定 に おい て, 「ダ ンス」は小 学 校

で は, 「表現 運動 」と名称 を改 め, その技 能 として, 
「感 じを表 現 す るため の動 きを工 夫 して楽 しく踊 れ

る」 ことが あげ られて い る。 この名称 改 定 とね らい

の方 向は, 二 っの意 味 を持 つ と考 え られ る。 す な わ

ち, その ひ とっは, 学校 にお け るダ ンスが その行 為

的, 経験 的側 面 を直 視 した ことに よっ て, よ り芸 術

の領域 に近 づ いた とい うこ とで あ り, も うひ とつは

運 動特性 を前 面 に押 し出 した こ とによ り, 体 育 に お

け るダ ンス の位 置 を明確 に した ことで あ る。 そ して, 

これ らが示 す こ とは, 学 校 に おけ る ダンス は今 後 た

め ら うことな くその芸術 性 を発輝 す れ ば良 い とい う

こ とで は ないだ ろ うか。

そこで改 め て, 「創 作 活動 と して何 が教 え られ るか」

が重要 な問題 とな って くる。

1.ダ ンスの 学習 内容

ダンス にお け る技術 の考察 を もとに, ダンス学習

にお いて, 技術 と して何 が教 え られ るかを, 過去 の

資料 よ り検 討 した。 その 結果, ダンス におけ る技 術

は, 媒体, す な わ ち身 体運 動 の持 つ一般 的 な感情 表

出性 につ い ての知 識 で あ るとの視 点 を得, 各 学年 で

の技術 を図1の ようにとらえた。この ダンスにおけ る技術

と, 素材 と して の身体 づ く りの技術 が, ダンスの学

習内容 と して と りあ げ られ る もので あ る。

また, 図2は 各 学年 にお け る技 能で あ る。 技術 は

この よ うな段 階 をとって技 能 と して身 にっ け られ る。

そ して, 「創 る」「踊 る」「観 る」を統 合 した, 「表現 できる」

と して の ダ ンス の技能 の段 階 は, (1)と ら えられ る, 

(2)続け られ る, (3)変化 させ られ る, (4)ま とめ られ る, 

の よ うに設定 で きる と考 えた 。

2.ダ ンス学 習指導 の 実践

学習 内容具体 化 の 手 がか りを得 るため に, 先の技

能 の段 階 に基 づ き, 「各 段 階 での表現 」 を目標 に した

学 習指導 を行 なっ た。

学習 者 は, 鳥取 大学 教育 学部小 学校 教 員養 成課程

二年 生(155名)で, 4回(100分 ×4)の 学習指 導 を

行 な った。 この4回 の内容 を, (1)い ろい ろの も

の の動 きの特徴 をみつ け る, (2)ひ とつ の ものの図1.各 学年における技術

図2.各 学年 におけ る技能
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い ろい ろ な場 面 の動 き をみ つ ける, (3)ひ とつ の

場 面 の い ろい ろな動 き をみ つけ る, (4)(3)で 深 め

た場 面 を中核 とす る作 品 にま とめ る, の よ うに具 体

化 し, 配 当 した。 そ して, 学 習 を通 しての作 品 に対

す る学習 者相 互 の評価 を中 心 に考察 した結果 次 の よ

うな手 が か りを得 た。

1.ダ ンス学 習 にお ける技能 の段 階は, (1)と ら えら

れ る, (2)変化 させ られ る, (3)まとめ られ る, とし

た方 が実用 的 で あ る。

2.「(1)と らえ られ る」段 階 にお いて, 初 心者 で は特

に, イ メー ジ と動 きの間 に動 きを表 わす直接 的 な

言葉 に よる動 きの イメー ジが必要 で あ る。

3.「(2)変 化 させ られ る」段 階 において, 沢 山みつ け

られ る ことが重要 であ るが, もっ と重 要 と思 われ

ることは, 何 につ いて沢 山み つ けるの か, さ らに

は, みつ けた 中か ら何 を選 ぶ か につ いて の方 向づ

けで あ る。

4.学 習 を通 して よ り多 くの題材 と接 し, 世 界 を拡

げ る機 会 を持 つ ことは必要 で あ るが, 時 間 が限 ら

れ, 限 られた題 材 によ る表現 しか経験 で きない場

合 で も, その こ とによ って学習 者 の題 材選 択 の範

囲 を狭 め る こと にはな らな い。

5.今 回 の学 習 では, グルー プ作 品 にお いて は, 動

きの ア イデ ィアや構成 の お も しろさ に, 個 人 の作

品で は, 踊 り方 に興味 を もった。

舞踊用語に関す る研究II

松本 千代栄 山田 敦 子

大熊琴 月枝 本 間 清 美

名須 川知子

〈研究目的〉

用語の確立は, その分野の研究と教育の発展のた

めに必須のものであることは言うまでもない。舞踊

は現象としての存在というその本質上, 用語の確立

はより強く望まれている。
(1)

本研 究 は, 研 究Iに ひ きつ き, 舞踊 創作 に関す

る用語 の抽 出分 類 を行 い, 用語 とその構 造 を明 らか

に しよ うとす るもの で ある。

〈研 究 方法 〉

日本 にお け る舞踊 創作 の研 究教育 書5著(加 えて

昭和22～53年 学 習指 導要 綱及 要領)を と りあげ, 研

究Iと 同 じく用語 を抽 出 し, 同義 ・類似 語 に群化 し, 

代 表語 を選 ん で分類 表 を作成 した。分類 項 目は次 の

7項 目。

I身 体 に関 す る用語

II基 礎 的 な身体運 動 に関 す る用語

III舞踊運 動 形 成 に関す る用 語

IV作 品形 成 に関す る用 語

V美 的原 理 に関す る用 語

VI演 出 計画 ・演 技 に関 す る用語

VII学習 ・指 導 に関 す る用語

用語 分類 表 は, 用 語 の頻数(使 用頻数 にか ・わ ら

ず1語 を1と した。)を4段 階 に分 類 し, 項 目I～V

VI～VII別 に語 義 によ り三段 階 に分 類 した。(I～V

項 目で は, Aは 項 目の全体 をカバ ーす る用語, Bは

細 分 化 された働 きを示す 用語, CはA・Bの 基底 に

あ り, その働 きを司 る用 語)

(1)項 目別用 語頻 数

表1に み るよ うに, 用語 総 数1394語 の中, 項 目II

基 礎 的 な身体 運 動, 項 目皿舞踊 運動 形成, 項 目IV作

品形成 に関 す る用語 の頻数 が高 い。

(2)項 目別用 語 の内容(学 会提出資料P.1～29参照)

項 目Iで は"全 身"(A), 身 体 の主要 な部 分名 称(B)"

機 能 ・感覚"に)が あげ られ, "視 覚"の 重 視 は用 語上 に

もみ られ る。(表2参 照)

項 目IIで は, 舞踊運 動 をあ らわす用語, 自然運 動, 

日常動作 に類 す る用語 の3つ に大別 され る。 運動 の

質 をあ らわす用語 とそれ を実現 す る運 動 に関 す る用

語 が み られ る。(表3)

項 目IIIでは, 運 動 を舞踊運 動 と して形 成す るため

の働 きが あげ られ, 時 間 と力, 空 間の要 因 に大別 さ

(表1)項 目別用語頻数表

〈研究結果と考察〉
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れ る。 空 間で は, 空 間運動 と空 間構 成 の二柱 に まと

め られ, 時 間 と力で は, 運 動 の時 間構 成 に関 し, リ

ズム とエ ネル ギー の柱 にま とめ られ る とみ られ る。

時 間関係 の用語 は音 楽 と共 有 して い る語 が多 いので, 

細 分化 されて い るが, 力関 係 の用語 は細 分化 して い

ない。(表4～5)

項 目IVで は, 舞踊 の 創作 に関 す る働 きが, "創作 過

程""創 作 活 動""作 品""鑑 賞"の 創 作, その伝 達, 

享受 の構 造 にま とめ られ る。(表6)

項 目Vで は, 美 的原理 に関連 した, よ り原理 的 な

働 きは(各 項 目 に直 結 してい る と認 め られ る用語 は

各項 目C類 に おい た。), "変化 と統 一""様 式""形

式"に 大別 され, その性 質 上5著 書 に共 通 の用語 が

多 く認 め られた。(表7)

項 目VIに つ いて は, 舞 踊 を演 出計画 ・演 技 の観 点

か らみ た もの で, 音 楽 をの ぞ いて は, "照 明""衣 装"

な どには, 精 細 な用語 の分化 がみ られず, 舞踊 の 芸

項 目VIIでは, 舞踊 の 学習 ・指 導 に かか わる用語 を

術 と教 育 に関 わ る分野 と して上演 法研 究 の 必要 が認

め られた。(表8)

あげ, 目標 ・内 容 ・方 法 ・対 象 の柱 に分 類 した。 用

語 は全般 に教育 の側 か らの 関係 書 に多 く, 芸術 の実

践 的側 面 か らの トレー ニ ン グ, レ ッス ン等 に関す る

技術 用語 は 少 い と認 め られ た。(表9)

以 上, 全体 を通 して頻 数 の高 い共通 語 は, 各 項 目

の基 本的 な角度 をほ ぐ網 羅 して い る とみ られ, 細 分

化 され た用語 は, 代 表的 の同 義 ・類義 語 と して含 め

られ ると認 め られた 。舞踊 創作 の 本質 に関 わる問題

と して, Technical Termsは 芸術 家 の個性 と と も

に生 成 され, 発展 また は消 滅 す る独 自 な側 面(例 え

ば, GrahamのContraction&Iereas等)を も

つ こ とをあ わせ考 えつ, 本研 究結 果 か らは, 舞 踊

研 究 と教育 を普 遍 的 に推 進 す る もの と して, 各分 類

項 目の代表 語 か ら推 考 して, 舞 踊基 本用 語 を導 き出

す柱 と構 造 を, 次 表の よ うに作 成す るこ とがで きた。

〔表2〕I身 体 に関す る用語

〔表3〕II基 礎的 な身体運 動に関す る用語
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〔表4〕III舞 踊運動形成に関す る用語

〔表5〕IV作 品形成 に関す 弓用語

〔表6〕IV作 品形成 に関す る用語
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〔表7〕V美 的原理 に関す る用語

〔表8〕VI演 出計画 ・演技に関する用語

〔表9〕VII学 習 ・指導に関す る用語

(注)1.第2回 舞 踊学 会 発 表 、 ダ ン ス ワー ク20号

2.表2～9の 下 線 は基 本 用語 を選 択 す る柱 で あ る。
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